
 

 

 

 

北九州市立小倉北ふれあい保育所他３所 指定管理者検討会議事録 

 

１ 開催日時 令和２年１０月９日（金） １４：００～１７：１０ 

２ 場所 北九州市役所庁舎５階 特別会議室 A 

３ 出席者 （検討会構成員）尾家委員、野中委員、中西委員、松木委員 

        （事務局）子ども家庭局保育課事業調整担当課長、事業調整担当係長、保育課担当職員 

 

４ 会議内容 

◆ 当日の配布資料・議事次第等について、事務局より説明 

◆ 構成員の互選により、座長を選出 

◆ 検討会の位置づけ、応募状況、選定基準、採点の注意事項について、事務局より説明 

◆ 応募団体より提案概要に関してヒアリング（プレゼンテーション後に質疑応答） 

 

（１）小倉北ふれあい保育所 

【応募団体】社会福祉法人 正善寺福祉会 

（構成員） 

今年度を通して見つけた課題はあるか。また、その課題を来年度以降どのように園の研修に活かして行くのか。 

（応募団体） 

コロナ禍の経験から、研修のシステムを見直す必要があると感じている。小倉北ふれあい保育所は、乳児部と

夜間部があるため、職員が全員揃っての研修ができなかった。そのため、同じ研修を２回実施している。今年度

は、新型コロナウイルス感染症対策としてオンラインで研修を実施。今後に備え、子どもたちの安心・安全を守る

ために、新型コロナウイルス感染症に対する知識や保護者対応等の研修を行っていきたい。 

 

（構成員） 

新型コロナウイルス感染症の関係で、行事や保育室には保護者が入れない状況があるため、SNS や HP を利

用して情報発信を行っているという話があったが、個人情報保護の観点でどのような対策を取っているか。 

（応募団体） 

当施設では、ホームページ・インスタグラム・フェイスブックを使って日常の情報発信を行っている。 

今年度は、運動会を開催できていないため、子どもたちが走ったり、踊ったりする様子を撮影し、動画をアップし

ている。保護者には事前に承諾書を提出してもらっている上、行事のプログラムにお願い事として、スクリーンシ

ョットをしない、パスワードを公開しない等の約束事を掲載するようにしている。 

 

（構成員） 

オンラインのシステムを導入したことにより、どのような効果があったか。 

（応募団体） 

今年度は、保護者会をオンラインで行った。保護者からの意見として、「フェイス to フェイスで話しやすい」。当施

設は、夜間お勤めの方も多くいらっしゃるので、「保育所に出向かず、職場からでも参加できるため、使いやす



 

 

 

 

い」。といった意見が多く上がった。オンラインの保護者会が非常に好評だったため、来年度以降もオンラインで

の保護者会を継続して行うか検討中。一方で、保護者側のオンラインの環境をどのように整えて行くかは今後の

課題である。 

 

（構成員） 

安定的に人材を確保するために、様々なシステムを導入しているが、より良い職場環境をどのように考えている

か。 

（応募団体） 

当施設では、夜間保育を 38 年間行っている。最初の頃は、世の中に保育所が夜間まで預かるという概念が無

く、一斉保育のため、職員の負担が大きく離職率も非常に高かった。そこから、継続して事業を行う中で少しづつ

意識が変わり、保育所指針の改訂で育児担当制保育が導入されたことにより、専門職である保育士・職員が安

心して保育ができる環境が整った。また、当施設で行っている乳児保育の実績を中国 上海の学会で発表する

機会があった。これまで中国では乳児保育を行っていなかったが、学会での発表をきっかけに乳児保育の法律

が制定され、影響を及ぼすことができるような実績を積むことができたという確信にもつながった。 

 

（構成員） 

全体計画に各年齢の子どもにおける保育の視点が記載されている。しかし、０歳児の年間計画にのみ、その視

点が園の取組みのどの部分に繋がるのかが明記されていない。 

（応募団体） 

次年度以降、0歳の年間計画にも項目に沿った内容を追記する。 

 

◆構成員は、提案概要のヒアリングと質疑応答を受けて各自点数を記入し発表。その後、構成員全員で意見交

換を行った。 

・これからの課題について、既に気付いている点が複数あった。その点を改善しながら、保育を行ってほしい。 

・夜間保育に関する研究を熱心に行っている努力を評価する。 

・経験、実績が非常に優れている。 

・長年にわたる保育所運営からの高い見識を有している。 

・職員の資質向上の取組みの結果、保育士が集まって来ているため、継続して取組みを行ってもらいたい。 

 

◆意見交換を行った後、各構成員の評価レベルを再度確認したうえで、検討会としての評価レベルを決定。 

 

◆事務局は、検討会としての検討結果（総合的な意見）について協議を行った。 

・本市が求める水準を満たしており、社会福祉法人 正善寺福祉会が指定管理者として相応しいと判断する。検

討会における議論を十分に考慮し、最終決定を行うよう市に求めることとする。 

 

（２）北方保育所 

【応募団体】社会福祉法人 保育事業協会 



 

 

 

 

（構成員） 

全体的な計画について、職員同士で研究し、話し合う機会はあるか。 

（応募団体） 

職員で話し合いを行い、計画を作成している。年間計画を作成し、月の計画へ細分化している。 

 

（構成員） 

アンケートの満足度が非常に高い。現状を維持することはもちろんだが、今後どのように改善していくのか。 

（応募団体） 

現在の保育を継続し、満足度を保つ努力を行うほか、日頃の保護者との会話の中で出てる意見を参考に保育を

改善していく。 

 

（構成員） 

職員の資質向上の取組みで園内研修を行っているが、具体的に何に繋がっているのか。また、保育所集団とし

て目指すところはどこなのか。重点目標は何なのか。 

（応募団体） 

保育所指針の読みあわせを重点的に行っている。読み合わせを行うことで、職員間の共通認識・共通理解を深

めることを目指している。園内研修の重点部分は、明確に決められていなかったため、今後に反映していく。 

 

（構成員） 

園の課題はそれぞれあるが、研修にどのような内容を取り入れたいのか。 

また、今年度こそ、この取組みを行いたいという資質向上に繋がる課題はあるか。 

（応募団体） 

今年度は、新型コロナウイルス感染症から、子ども達をどのように守っていくかを課題としている。 

保育所内に保護者の立ち入りが規制されている状況で、運動会や生活発表会等、子どもの成長の場をどのよう

に親と共有するか、安全・安心に配慮し、保育を提供できるよう研修を行っていきたい。 

なお、これまで閉園後に研修を行っていたが、３密を避けるため現在は正規職員のみで、職員会議・園内研修を

行っている。どのように職員間で情報共有を行うかが今後の課題である。 

 

（構成員） 

保育士の確保が難しい中、3 園が人を融通しているという話があったが、各保育所の保育の方針・事情が違うた

め、難しいのではないか。どのように対応しているのか。 

（応募団体） 

正規職員に関しては、自己申告、内申を加味し異動を行っている。各保育所ごとに地域性は異なるが、一職員と

して、他保育所の保育方針や内容を知ることも職員の資質向上に繋がると考えている。 

 

◆構成員は、提案概要のヒアリングと質疑応答を受けて各自点数を記入し発表。その後、構成員全員で意見交

換を行った。 



 

 

 

 

・保育を継続する中で見えてくる課題を研修等に反映し、改善に努めて欲しい。 

・地域交流に関しては、地域性を活かした独自の取組みが見られた。当施設は、市民センターと併設されている

ため、その点をより活かし、引き続き交流に取り組んで欲しい。 

・コロナ禍で、どのように園内研修を組み立てるかは、今後の課題である。 

 

◆意見交換を行った後、各構成員の評価レベルを再度確認したうえで、検討会としての評価レベルを決定。 

 

◆事務局は、検討会としての検討結果（総合的な意見）について協議を行った。 

・本市が求める水準を満たしており、社会福祉法人 保育事業協会が指定管理者として相応しいと判断する。検

討会における議論を十分に考慮し、最終決定を行うよう市に求めることとする。 

 

（３）陣原保育所 

【応募団体】社会福祉法人 保育事業協会 

（構成員） 

職員研修について 3つのテーマを掲げているが、どのように決めたのか。 

（応募団体） 

以前は、AED 研修等こなしていく研修だったため、新たに３つの項目（保護者支援・保健衛生・食育アレルギー）

に分け、担当制で研修を実施した。 

例えば、嘔吐対応・保健衛生マニュアルについて、保育士が子ども役と保育士役を演じ、本当にマニュアル通り

に動けば対応できるのかを実践することで、マニュアルの改善に努めた。 

他にも、食育については調理師の目線と保育士の目線で、意見交換し、食育の見直しにつなげた。 

３つの項目は所長が定め、取り組みの内容については、職員間で意見交換を行った。 

 

（構成員） 

体操教室を毎年実施しているが、今年度も行う予定か。 

指導員から保育士が学ぶ点はどのような内容か。 

また、毎年テーマを決めて実施しているのか、ある場合は、どのようにテーマを決めているのか。 

（応募団体） 

今年度に関しては、新型コロナウイルス感染症対策をどのように行うかを含めて実施について検討中。 

取組みのテーマについては、保育士から出てきた「体幹力が弱いので鍛えて欲しい」「逆上がりをしたい」「長縄

で達成感を感じて欲しい」「ルールを守ることを学ばせたい」等の意見を参考に、所長と指導員とでプログラムを

組み立てる。時代に応じた指導方法を取り入れ、その場で学んだことは、ビデオを録画し、共有している。 

 

（構成員） 

利用者からの苦情はどのように回収し、要望があった場合、どのように処理しているか。 

（応募団体） 

以前は、アンケート BOXの中に保護者の意見が入っていたが、今では、保護者が送り迎えをする時に直接保育



 

 

 

 

士に聞いてくるようになった。意見を聞いた保育士が職員間で情報共有を行い、改善に努めている。 

 

◆構成員は、提案概要のヒアリングと質疑応答を受けて各自点数を記入し発表。その後、構成員全員で意見交

換を行った。 

・所長先生の受容性が非常に高い。 

・研修の話の中で、キャリアアップの話が出たが、テーマの決め方が、皆から聞いた話を基に最終的には所長先

生が決定した内容であったため、皆で話し合う機会を設けて欲しいと感じた。 

・多様な人材が育つ環境を作るために、皆が決めたものを見えるような形にするべき。 

・企画提案の行事内容に公共交通機関を利用しているという話があったが、ルールやマナーを学ぶことが計画

の中に盛り込まれていないため、検討して欲しい。 

・所長先生が、それぞれの活動の中に入って保育士の動きを見ていることが伝わった。 

・食育の推進のため、作物を育てて、自然に触れ合う教育の機会を積極的に設けている。 

・工夫して研修に取り組んでいるが、職員の成果が分かりにくい。その部分を明確にする必要がある。 

・施設外研修を多く設けている。その研修をもう少し園内に還元する仕組みを期待する。 

・園内研修において、職員間の結束を強めようという姿勢が見られた。 

 

◆意見交換を行った後、各構成員の評価レベルを再度確認したうえで、検討会としての評価レベルを決定。 

 

◆事務局は、検討会としての検討結果（総合的な意見）について協議を行った。 

・本市が求める水準を満たしており、社会福祉法人 保育事業協会が指定管理者として相応しいと判断する。検

討会における議論を十分に考慮し、最終決定を行うよう市に求めることとする。 

 

（４）千防保育所 

【応募団体】社会福祉法人 保育事業協会 

（構成員） 

令和元年度の研修計画の中で、学んだこと・得たこと・保育の質が上がった部分はどのようなことか。その中で

次年度に活かしたい課題はあるか。 

（応募団体） 

キャリアアップを中心に行い、個人個人の意識向上に努めたことで、保育士の意識が変わったように感じた。 

職員一人一人を見ると、子どもへの接し方等に成長した点が見られるが、具体的にどのような力に繋がったの

かは、細かく分析ができていない。研修の記録を参考に次年度の課題を発見し、保育所集団としてのキャリアア

ップに繋げたい。 

 

（検討員） 

平成 30年度と令和元年度の園内行事の回数が減少している（多段階評価シート）が、何が理由で減ったのか。 

（応募団体） 

職員と子どもの負担を考慮した結果である。一つ一つの行事を大切にし、子ども一人一人との関わりに意識を



 

 

 

 

置くことを目的に、皆で話し合いのうえ、行事の見直しを行い、本当に必要な行事を絞ることにした。今年度は、

新型コロナウイルス感染症のため、昨年よりはるかに行事数が少ないが、次年度以降も行事の見直しを行って

いきたい。 

 

（検討員） 

今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で行事についても、無観客等の制限があるが、子どもの成長につ

いては、どのように保護者へ共有しているのか。 

（応募団体） 

今年度はほとんどの行事を制限して行っているため、保護者から「行事の様子を見たい」という声が多く上がっ

た。そこで、動画や写真を記録する担当職員を配置し、行事終了後は担当職員が編集した動画や写真をキッズ

ノートにいち早くアップすることで、子どもの様子を保護者へ情報提供している。また、子どもの日々の成長につ

いては、連絡ノートを使用し、個別に伝えている。 

 

◆構成員は、提案概要のヒアリングと質疑応答を受けて各自点数を記入し発表。その後、構成員全員で意見交

換を行った。 

・自己研鑽を積むことは重要だが、職場外研修の内容をどのように園内研修に持ち込むか、工夫が必要。また、

どのような人材を育てたいのかを、皆が見える形でより明確に提示することを期待する。 

・コロナ禍の中で、保護者の要望を受け止めつつ、一人一人に対応していく姿勢が伝わった。 

・ただ情報提供を行うだけでなく、どれだけ早く保護者に情報を提供できるかに力を入れて取り組んでいる。 

・職員の声を研修や行事等に反映させることにより、よりよい保育に繋がると思う。 

 

◆意見交換を行った後、各構成員の評価レベルを再度確認したうえで、検討会としての評価レベルを決定。 

 

◆事務局は、検討会としての検討結果（総合的な意見）について協議を行った。 

・本市が求める水準を満たしており、社会福祉法人 保育事業協会が指定管理者として相応しいと判断する。検

討会における議論を十分に考慮し、最終決定を行うよう市に求めることとする。 

 

◆事務局より、各提案の評価レベルを再度確認し、今後の指定管理者選定に関するスケジュールなどの説明を

もって検討会を終了した。 


